
　
呉
車
棋
立
川
西
高
校
回
塚
良
元
校
（
竹
内

枚
ム
雪
言
咤
回
県
宝
塚
市
内
ま
ニ
の
定

所
割
高
校
、
生
徒
の
多
く
が
阪
神
大
震
災
を

体
貌
し
て
い
る
が
へ
ほ
と
ん
ど
語
り
今
っ
端

特
回
な
か
っ
た
。
震
災
1
0
年
を
控
え
た
0
4
年

旨
月
、
３
年
生
2
3
人
が
脱
脂
半
肩
の
時
間
を

桐
胴
し
て
ノ
目
ら
の
体
装
言
回
血
り
リ
ボ

ー
す
に
ま
と
め
る
防
災
学
習
を
ス
タ
ー
上
辻

寸
寸
。

　
三
恣
し
百
往
て
い
た
生
徒
た
ち
ぱ
徐
々

に
枝
災
圧
蓉
具
有
し
て
い
っ
た
。
家
族
や

校
一

県立川西高宝塚，兵庫県宝塚市

壮
所
の
人
だ
け
で
な
く
、
被
災
他
内
外
か
ら

訪
れ
た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
助
け
ら
れ

だ
こ
と
も
思
い
出
し
た
。
「
何
も
覚
え
て
い

な
い
」
。
最
初
は
そ
う
話
し
た
生
徒
が
、
１

ヵ
月
以
上
の
避
難
所
生
活
な
ど
に
つ
い
て
語

り
始
め
た
。

　
　
　
　
　
　
％
　
－
　
　
％
♂
　
♂
　
Ｉ

学
校
と
交
流
。
ぞ
の
過
程
を
ブ
ロ
グ
に
筒
取

す
る
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

　
交
流
を
通
じ
、
生
徒
は
国
内
外
の
自
然
災

害
に
も
興
味
を
持
ち
始
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
情
報
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
年
度
。
台
湾
で
今
年
１
月
に
聞
か
れ
た

　
妁
半
年
後
、
「
、
体
験
を
社
会
に
役
立
て
よ
　
同
会
議
へ
の
参
加
を
目
標
に
、
２
年
生
が
災

う
」
と
個
条
香
合
で
ま
と
め
た
各
自
の
体
験
　
害
安
全
マ
ッ
プ
作
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

を
「
Ｍ
ｙ
ｌ
ご
1
7
」
と
囲
し
て
イ
ン
字
―
　
学
年
末
ま
で
に
、
生
徒
が
携
帯
帽
詣
で
撮
影

　
　
教
訓
ネ
ク
ト
で
世
界
へ
発
信

ネ
ッ
ト
で
公
開
。
同
じ
内
容
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
　
し
た
写
真
を
張
り
付
け
、
避
難
所
な
ど
災
害

ト
も
作
成
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
に
安
全
な
鞘
所
が
一
目
で
分
か
る
地
雨
を

　
昨
年
３
月
に
は
、
兵
庫
県
嘉
露
島
に
昆
　
作
成
し
屈
域
注
民
に
も
配
布
す
る
予
定
だ
。

カ
ｍ
の
子
ど
も
た
ち
約
斗
ｏ
ｏ
人
が
集
い
開
　
地
域
に
役
立
つ
こ
と
で
、
生
徒
だ
も
の
心
に

か
れ
た
［
防
災
世
界
子
ど
も
会
議
２
０
０
５
　
自
信
が
芽
生
え
て
い
る
。

ｌ
ｎ
ひ
ょ
う
ご
］
に
参
加
。
ク
マ
の
人
形
に
　
　
指
導
を
担
当
す
る
綿
谷
淑
恵
教
諭
は
「
自

交
流
の
メ
ッ
セ
犬
ゾ
を
託
し
、
国
内
だ
け
で
　
分
の
命
を
自
分
で
守
る
だ
け
で
な
く
、
世
界

な
く
台
湾
、
ロ
シ
ア
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
　
に
も
目
を
向
け
ら
れ
る
大
人
に
な
っ
て
は
し

の
学
校
に
巡
回
さ
せ
る
な
ど
、
世
界
各
地
の
　
い
】
と
話
す
。
　
　
　
　
【
渋
江
千
香
一

コンピューターを使い、災害安全マップ作りに取り組む生徒たち

　
且
三
才
マ
ン
ト
回
大
旱
彼
の
是
大
の
被
災
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ヘ
、
国
際
緊
急
援

⊇
耶
言
言
彿
つ
き
塵
皐
言
言
回
衛
濯
計
寧
上
０
０
０
人
が
県
遺
言
打
、
自
衛
隊
史
上
儀

亘
奈
言
値
肋
胚
勣
が
綴
つ
広
げ
ら
れ
た
。
防
衛
庁
は
在
国
と
の
友
好
関
係
を
高
め
、

呈
示
二
三
本
の
安
全
保
障
に
役
立
つ
一
と
し
て
活
動
を
置
換
し
て
お
り
今
後
、
さ
ら

言
百
厄
す
る
・
ご
み
ら
れ
阪
ゾ
シ
ト
元
シ
ア
で
の
活
動
を
教
訓
に
、
新
年
度
予
算
で

良
悦
⑤
百
笞
七
訴
わ
れ
る
予
定
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
臼
倉
良
彦
】

「
、
。
。
。
Ｅ
－
Ｉ
。
ｌ
ｒ
．
；
Ｉ
。
。
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
、
‘
－
―
―
―
―
－
。
『
１

一
説
言
現
場
と
自
衛
隊
派
遣

一
”
―
’
－
”
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
…
…
…
－
１
－
－
１
－
－
１
…
…
―
－
１
１
１
－
１
－
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
・

　
ィ
レ
万
言
ン
言
匹
ぶ
白
宰

言
庄
庖
よ
≒
予
医
療
の

証
写
・
注
射
二
作
目
は
大
型

こ
づ
与
と
中
型
ヘ
リ
２
順

言
諧
て
し
か
し
国
内
訪
衛

に
寺
念
し
て
き
・
こ
径
聯
か

白
晏
言
這
自
に
海
外
へ

池
上
部
首
を
展
開
さ
せ
る
能

言
ざ
持
参
ぺ
涵
白
の
輸
法

号
に
頑
昇
‐
・
寸
亘
ん
だ
。
現

可
尚
谷
レ
こ
部
隊
が
胆
勤

を
賢
兄
し
た
の
。
は
超
脱
が
起

言
よ
斜
士
カ
回
復
と
な
っ

言
　
新
壬
度
予
具
で
べ
陸
目

今
持
つ
外
具
予
予
一
紆
え
る

臨
原
価
扉
を
使
用
で
き
る
よ

・
っ
こ
海
回
の
輸
送
艦
を
改
装

し
仁
ベ
ヘ
リ
な
と
の
装
瞳

を
輸
送
す
る
こ
と
を
考
べ

四
足
門
・
を
抑
え
る
フ
ィ

レ
ス
ク
ビ
フ
・
ザ
上
を
設

亨
り
る
な
ど
改
良
が
進
め
ら

⊃
い
不
乙

　
　
言
皿
先
と
な
フ
こ
イ
ン
ド

　
ナ
ソ
ア
ー
ア
チ
ー
ふ
州
は
独
立

　
壇
武
装
組
織
（
自
白
ア
チ
ェ

　
皆
勤
ニ
マ
懸
）
」
と
ノ
ン

　
ド
ネ
ジ
ア
国
華
が
対
立
。
津

　
言
発
士
後
白
訳
撃
戦
が
起
き

　
処
士
原
爆
派
遣
の
白
一
衛
隊

仁
亘
胆
圧
昇
凛
い
こ
と
が

ニ
薗
旅
快
定
・
ど
れ
て
指
只
現

他
の
治
安
状
況
を
見
定
め
る

記
頷
が
あ
・
る
万
隨
・
目
の
ヘ
リ

ズ
フ
ク
ー
部
贈
や
、
ホ
バ
ー

才
フ
フ
ト
で
陽
営
為
に
当

仁
言
白
河
口
の
部
隊
も
、
国

茫
と
（
ズ
Ｍ
と
の
銃
撃
戦
で

⊇
ス
感
動
を
中
止
し
た
。

　
住
民
の
多
八
言
Ａ
Ｍ
と

つ
っ
こ
ブ
リ
柏
あ
る
た
め
ィ

ン
ド
ナ
レ
ア
説
服
か
ら
言

る海外援助活動すレ
』

肘発話

Ａ
阿
に
流
れ
る
恐
れ
か
お
る

か
ら
ご
」
の
地
区
に
は
物
資

を
持
っ
て
い
く
な
」
な
ど
と

規
制
を
受
け
た
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
と
い
う
。
陸
自
第

1 2
旅

団
（
群
馬
県
）
第

1 2
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
隊
の
佐
藤
修
一
３
佐

は
「
ヘ
リ
に
乗
せ
て
住
民
を

涯
ぶ
際
に
は
武
器
を
持
っ
て

い
な
い
か
婬
戒
す
る
よ
う
、

乗
員
に
呼
び
か
け
た
」
と
苦

労
し
た
経
験
を
話
す
。

　
活
動
を
始
め
た
当
初
、
現

地
の
被
災
状
況
な
ど
の
情
報

も
少
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
国
軍
も
現
地
の
情
報
を

つ
か
ん
で
い
な
か
っ
た
と
い

う
。
一
方
、
対
照
的
に
米
海

軍
は
大
規
模
な
支
援
活
動
の

状
況
を
毎
日
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
て
お
り
、
派
遣

部
隊
は
ヘ
リ
の
着
陸
場
所
の

選
定
に
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

’
‥
ぃ
ｙ
一
7
9
’
ヽ
一
｛
匹
考
に
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
一
方
、
医
療
活
動
は
、

に
際
恰
力
朧
構
了
入
矢
）

の
診
療
所
・
汐
帽
き
継
・
ぐ
Ｉ
」
と

ぺ
坦
坦
の
情
報
を
得
て
、

活
動
・
そ
開
始
言
亘
心
と
い

　
自
衛
隊
は
、
9
8
手
の
ホ
ン

ジ
ュ
ラ
ス
の
ハ
リ
j
y
'
‐
'
‐
;
X
災

言
で
初
め
て
国
際
緊
盾
援
肋

隊
を
派
遣
し
て
以
降
、
ト
ル

コ
他
言
、
イ
ラ
ン
南
東
部
地

震
な
ど
で
も
活
動
。
昨
年
1
0

月
８
日
の
パ
キ
ス
タ
ン
地
震

で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
６
機

を
航
空
機
で
積
載
し
て
派
遣

し
た
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
軍
の
ほ
か
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
、
大
使
館
な
ど
と
連

携
し
て
現
地
情
報
を
収
集

し
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
活

動
を
展
開
。
睦
自
の
あ
る
幹

部
は
『
経
験
を
雷
ね
る
こ
と

で
対
応
も
早
く
な
っ
た
。
パ

キ
ス
タ
ン
で
は
ヲ
フ
ガ
ン

駐
留
米
軍
の
次
に
早
く
来

た
』
と
現
地
で
は
感
謝
さ
れ

た
］
と
胸
を
張
る
。

　
　
　
　
◇

　
陸
自
で
は
、
。
国
内
に
五
つ

あ
る
方
面
隊
が
３
ヵ
月
ご
と

に
担
当
を
交
代
し
て
国
際
緊

急
援
助
隊
へ
出
す
部
隊
を
待

機
さ
せ
て
い
る
。
今
年
１
月

中
旬
か
ら
は
近
畿
圏
や
印
国

高
函
他
方
な
ど
を
所
管
す

る
中
部
方
面
隊
が
担
当
。
愛

バンダアチエの空港に看いた大型輸送ヘリから被災者用のテントを降ろす陸上自衛隊員

　　　　　　　　　　　　　　　　　－インドネシアで05年１月26日、佐藤賢二郎写す

知
県
春
日
井
市
に
駐
屯
す
る

第
1
0
後
方
支
援
連
隊
の
部
隊

が
待
機
し
て
い
る
。
連
隊
長

の
神
原
誠
司
Ｉ
佐
は
「
出
勤

す
る
現
場
が
ど
ん
な
状
況
か

分
か
ら
な
い
の
で
、
柔
軟
な

対
応
を
取
れ
る
よ
う
心
が
け

て
い
る
」
と
話
す
。
先
発
隊

は
4
8
時
間
以
内
に
出
発
で
き

る
よ
う
、
態
勢
を
整
え
て
い

る
。
言
じ
に
海
胆
の
艦
船
と

の
共
闘
別
棟
も
行
い
、
海
外

派
遣
に
備
え
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
派
遣
時
に

防
衛
庁
長
官
を
務
め
た
衆
院

議
員
の
大
野
功
統
氏
は
「
良

「
日
ご
ろ
の
交
流
緊
急
時
に
発
舛
」

　
軍
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
海
外
の
災
害
現
場
で
協

力
し
合
う
こ
と
は
可
能
か
？
―
―
‐
。
先
月
、

大
阪
市
内
で
犬
阪
大
学
大
学
院
図
際
公
共

政
服
研
究
科
（
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
）
国
際
安
全

保
障
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
召
？
凹
イ
ン
ド
洋
津
波
か
ら
Ｉ

一
年
入
道
支
援
お
よ
び
大
災
害
に
お
け
る

て
皐
偕
カ
の
改
善
に
む
け
て
］
が
開
か
れ
、

一
こ
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
台
っ
た
。

・ｌ●●●●●個禰■■畠●・●●

　
シ
ン
ボ
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
ヂ

エ
で
、
縁
談
発
生
直
後
か
ら
復
興
支
援
活

動
を
続
け
て
い
る
固
際
医
療
援
助
団
体

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
（
本
部
高
田
市
）
の
ア

チ
エ
毒
草
統
括
の
金
出
言
于
さ
ん
が
、
現

旭
で
の
奉
と
の
協
力
関
係
と
問
題
点
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
津
波
発
生
直
後
か
ら
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
順
奉
の
病
院
で
緊
急
医
療

支
援
を
行
っ
紀
べ
藤
波
発
生
以
前
か

ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
が
、

軍
病
院
の
関
係
者
と
交
流
が
あ
只
信
頼

関
係
が
あ
っ
言
と
回
ご
ろ
の
交
流
が
順

位
時
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
。
自
楽

隊
と
の
関
係
に
つ
い
て
大
日
本
政
府
に

よ
る
軍
官
民
が
リ
レ
ー
し
て
の
医
薬
品
輸

送
が
行
わ
れ
、
回
菊
陽
が
瀧
ん
だ
医
原
品

を
Ｉ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
移
住
機
関
）
を
通
じ
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

害
支
援
万
口
本
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
を
示
せ
る
こ
と
が
万
謝

だ
。
海
外
展
開
す
る
能
力
が

題
不
石
れ
る
べ
囚
民
の
判

断
を
仰
ぎ
な
が
ら
ノ
ン
ビ
リ

ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
右
μ

で
龍
め
る
べ
き
言
と
話
レ

て
い
号

ｙ
ｌ
一
一
一
一
一
！
一
１
９
Ｓ
一
喩
ｆ
ａ
ｌ

　
こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
金
串
Ξ
ん
は
マ

ｏ
ｏ
も
閣
樟
頭
重
を
受
け
る
こ
と
が
ア

ぎ
匹
と
評
伝
。
そ
の
一
方
で
、
百
ｏ
ｏ
邱

率
民
俗
カ
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
な
言

れ
る
か
不
明
瞭
言
課
題
を
指
摘
し
た
。

　
ま
た
、
ｍ
題
機
関
や
兵
庫
県
な
ど
が
沿

立
し
た
国
際
防
災
復
興
応
力
機
賜
ご
占

Ｐ
）
の
復
興
専
門
官
の
村
田
首
言
言
は
、

畢
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
の
違
い
と
し
で
「
四

は
機
動
力
を
符
号
さ
考
呈
な
と
こ
ヴ
（

に
入
り
込
む
ご
と
が
で
ぎ
、
Ｎ
し
○
辻
苫

め
細
か
い
対
応
が
強
み
言
し
か
。
宗
ぺ

紛
争
他
で
の
災
害
て
紛
争
が
停
止
岸
シ

賜
合
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
「
災
害
・
デ

と
つ
の
き
っ
か
け
と
な
づ
平
司
が
肋
誓

こ
と
も
あ
亘
と
俎
塙
し
≒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
護
志
ご
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